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売上高
（単位：百万円）

総資産/純資産
（単位：百万円）

■ 総資産  ■ 純資産

四半期（当期）純利益
（単位：百万円）

1株当たり四半期（当期）純利益※
（単位：円）

経常利益
（単位：百万円）

1株当たり純資産※

（単位：円）
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NCLCがクラウド対応の次世代ネットワーク機器ベンダー 
Pica8社と国内総代理店契約を締結
連結子会社であるエヌ・シー・エル・コミュニケーション株式会社

（以下、NCLC）は、仮想ネットワーク技術ベンダーの米国Pica8社と
国内総代理店契約を締結しました。NCLCは2012年4月よりPica8
社製品の取り扱いを開始しています。クラウドコンピューティングの
普及が本格化する中、Pica8社は、それまでネットワーク管理者が手
動で対応していた煩雑かつ頻繁に生じるネットワーク機器の設定変
更を、次世代ネットワーク技術である「OpenFlow（オープンフロー）」
に完全に対応させることにより、柔軟で迅速なネットワーク環境を実
現し、管理者の負担を大幅に軽減させました。また、Pica8社は、汎
用的な部品と基本ソフトウェアを採用することにより、他社同等製品
と比べて廉価で製品を提供することに成功しています。

東京、名古屋にて個人投資家向け会社説明会を実施
2013年11月29日に東京・新宿の京王プラザホテルにて、また12

月22日には名古屋のダイテックサカエにて、個人投資家向け会社説
明会を実施しました。名古屋における説明会の実施は、今回が初と
なります。当日は、東京会場に約180名、名古屋会場には約100名
を超える方々にご来場いただき、当社の説明に熱心に耳を傾けてい
ただきました。皆様からいただいた貴重なご意見は今後の事業運営
に活かしていくとともに、これからもこうした取り組みをはじめ、さ
まざまな形で株主の皆様や投資家の方々と積極的にコミュニケーショ
ンを図り、さらなる企業理解向上の促進に努めます。

当日配布した会社説明資料は、当社ホームページからもダウンロードできます。
http://www.techmatrix.co.jp/ir/pdf/lib20131129.pdf

今後の開催スケジュールや参加のお申込みについては、IRカレンダーをご覧ください。
http://www.techmatrix.co.jp/ir/calendar.html

会社概要 （2013年12月31日現在）

商　　号  テクマトリックス株式会社
設　　立  1984年8月30日
上　　場  2005年2月18日
資   本   金  12億9,812万円
従業員数  919名（連結）
所   在   地  〒108-8588
 東京都港区高輪4丁目10番8号
 京急第7ビル
 TEL：03（5792）8600（代表）
 FAX：03（5792）8700
ホームページ http://www.techmatrix.co.jp/

※   2013年4月1日付で普通株式1株につき200株の株式分割を行っております。その
ため、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して算定しています。

当第3四半期連結累計期間の売上高は、前年同四半期比0.6%

増の121億87百万円となり、過去最高の売上高となりました。営業
利益は6億10百万円、経常利益は6億22百万円となりました。四
半期純利益は前年同四半期比2.6%増の4億74百万円となりました。

総資産は117億64百万円、純資産は60億9百万円、自己資本
比率は前年度末の44.9%から49.9%となりました。

平成26年3月期
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Insight into the future



株主の皆様へ 各事業セグメントのご紹介 セグメント別営業概況

情報基盤事業

主力の負荷分散装
置の販売は、堅調に推
移しました。大手企業
や政府機関へのサイ
バー攻撃の脅威が拡
大したことにより、次世代ファイアウォールやスパム対策アプライア
ンスの販売は好調でした。しかし、個人認証システムやWebサイト
脆弱性監査ツール等は、対象市場の成熟度が進行したことや、製
品の世代交代時期にさしかかったこと等から、販売がやや停滞しま
した。クロス・ヘッド株式会社では、保守、運用・監視サービスの引
き合いは堅調であるものの、技術要員の確保に苦戦し、営業的な機
会損失が一部発生しています。沖縄クロス・ヘッド株式会社では、
地方公共団体向け基盤整備事業の売上等により売上高は増加しま
したが、損益面ではやや苦戦しました。エヌ・シー・エル・コミュニ
ケーション株式会社では、ネットワーク仮想化技術に対応した次世
代ネットワーク機器製品の販売に注力しており、セキュリティ関連製
品の販売も堅調でした。

アプリケーション・サービス事業

インターネットサー
ビス分野では、EC関
連やスマートフォン関
連の開発案件等、受
託開発案件の受注が
好調でした。また、金融分野における受託開発案件の受注も前年度
より大幅に回復しました。株式会社カサレアルでは、教育事業及び
既存顧客からの継続的な受託開発が好調でした。
ソフトウェア品質保証分野では、製造業を中心に組込みソフトウェ
アに関する品質向上、機能安全の必要性の浸透による需要の高まり
は継続しています。円高の是正による製造業の復調と金融機関で
の需要増を背景に、テストツールを中心に受注は堅調でした。
医療分野では、医療情報クラウドサービス「NOBORI」の引き合い

が好調で、受注実績を順調に伸ばしています。しかしながら、当該
サービスの売上はサービス期間に応じて按分して計上（経過処理）
するため、短期的には売上が減少しますが、業績は概ね計画通りに
推移しています。この傾向は当面継続しますが、契約施設数を拡大
させ、ストック型ビジネスを飛躍的に拡大するための戦略的な投資
と考えています。合同会社医知悟は、クラウドサービスの需要の高
まりにより、従来の病院向けサービス提供に加え、健診施設等の顧
客の取り込みが進んだため、契約施設数、読影依頼件数、従量課
金金額ともに順調に増加し、売上・利益ともに計画値を上回りました。

CRM分野では、大手システム・インテグレーターとの業務提携に
よる案件数の増加、クラウド需要の拡大により、順調に受注を伸ばし
ています。

株主の皆様におかれましては、日々益々ご清祥のこととお慶び申し
上げます。

さて、第30期の第3四半期（2013年4月1日～2013年12月31日ま
で）が終了致しましたので、ここに四半期報告書をお届けし、営業の概
況と決算につきましてご報告申し上げます。

当第3四半期連結累計期間におけるわが国の経済は、新政権による
経済政策により、景気回復への期待から個人消費が持ち直す等、政策
効果が現れてきています。一方で、企業における設備投資は、海外で
の投資を優先する傾向が見られる等、国内に対する設備投資にはいま
だ慎重な姿勢が続いています。国際競争力強化の観点から、積極的な
IT投資の必要性は認識されているものの、本格的な回復には至ってい
ません。また、企業のIT投資の方向性は、設備の「所有」からサービス
の「利用」へと加速度的に変化し、IT資産のオフバランス化の進行、ク
ラウドサービスの利用拡大が続いています。当社では引き続き、以下の
二つのポイントに注力し、事業を積極的に展開しました。当第3四半期
連結累計期間としては、過去最高の売上高を達成しましたが、利益面
ではクラウドサービス等のストック型ビジネスの戦略的拡大が予定通り
に進捗した結果、減益となりました。

① クラウド関連事業の戦略的・加速度的推進
  医療分野、CRM分野、インターネットサービス分野において自社開
発のクラウドサービスを積極的に推進しました。特に、医療分野にお
けるクラウド事業は、引き合い、受注ともに好調で、受注については
大幅な伸びを記録しています。一方、売上や利益は、期間帰属する
形で将来に繰り延べられるため（経過処理）、当面、利益面ではマイ
ナスの効果が発生します。CRM分野の受注は継続して堅調で、利
益面での貢献も大きくなってきています。

② セキュリティ&セイフティの追求
  情報基盤事業においては、益々巧妙になるサイバー攻撃を防御する
高度なセキュリティ製品や監視サービスの拡販に努めました。また、
製造業における組込みソフトウェアの品質を担保し、安全・安心な社
会を実現する技術とサービスの拡販に注
力しました。金融機関向けのテストツー
ルの販売も堅調でした。

上記戦略を引き続き確実に実行すること
で、当社はさらなる株主価値の向上を目指
してまいります。今後とも株主の皆様には
ご支援とご指導を賜りますようお願い申し
上げます。

2014年3月

当第3四半期の業績 
（連結累計）

通期業績予想
（連結）

（百万円） （百万円）

売上高 12,187 17,500

経常利益 622 1,150

四半期（当期）純利益 474 690

情報基盤事業
独自の目利き力を活かし、北米を中心にニッチながらも、高い技術力、

競争力、成長力を持つ製品やサービスを見極め、単なる製品販売にとどま
らない高付加価値なフルラインのサービスをお届けしています。個別企業
（エンタープライズ）向けに加え、SaaS、HaaS等のクラウドサービスを提供
する事業者の情報基盤を提供しています。
仮想化ソリューション、次世代ネットワーク、セキュリティ、ストレージ等、

コスト競争力のある堅牢で可用性の高い要素技術の提供だけでなく、最適
な要素技術を組み合わせるインテグレーション、そしてインフラの設計・構
築・導入後の安定稼働を実現する保守・運用等のお手伝いをします。シス
テムのライフサイクル全てをカバーするITサービスを提供します。

アプリケーション・サービス事業
特定市場・特定業務向けのアプリケーション領域における豊富な業務ノ

ウハウの蓄積を活かし、システム開発、アプリケーション・パッケージ、テ
スト・ソリューションに加えて、クラウド型サービスであるSaaS等さまざま
なアプリケーション・サービスを提供しています。受動的に顧客の要望に
応えるのではなく、お客様の市場における競争を支えるため、ITを活用し
た業務改善・コスト削減提案を積極的に行っています。エンドユーザとの
直接的なコミュニケーションを通じて、業務分析、設計、ソフトウェア開発・
構築、テスト、運用・保守のトータル・サービスを提供しています。インター
ネットサービス、金融、ソフトウェア品質保証、医療、CRM等の対面市場
向けに付加価値の高いソリューションを提供しています。

代表取締役社長 由利 孝

売上高  7,977百万円
営業利益 578百万円

売上高  4,210百万円
営業利益 32百万円


